Choline and Acetylcholine, Handbook of Chemical Assay Methods Edited, I. Hanin, pp. 234 North-Holland, 1974(BOOK REVIEW) by 長谷川,修司 & HASEGAWA,Shuji
Cらt¥ぶらり，¥] 
Choline and Acetylcholine: 

Handbook of Chemical Assay Ivlethocls 

234pp.，Hanin 1.Edited by 
North-Holland，1974 
Acety lcholineの代謝と機能について膨大な研究がなされているが，これまで 
acetylcholineの定量はもっぱら bioassayにたよっていた。 1960年代のおわり
頃から， acetylcholine の化学的定量法がいろいろ考案， 開発され， いまや 
bioassayに匹敵する感度をもった方法もあらわれ，その特異性の高さや短時間に
多数の検体を測定できる有利さなどから，化学的測定法が bioassayにとってか
わろうとしている。このような趨勢のなかで， 生物資料中の acetylcholine と 
cholineの化学的定量法を1.Haninが編者となり一冊の実験法のハンド・ブッ
クにまとめたのが本書である。
本文は 14章からなり， 各章がそれぞれ独立した測定法の記述にあてられてい
るo 各章は序，測定に利用する反応，試薬と酵素の調製，操作，この方法の利点
と限界，応用，要約の小項目にわかれ，簡潔に記述されている。
はじめの 5章に酵素反応を利用した acetylcholineと cho1ine の定量法が述
べられている。抽出した acetylcho1ine と choline を電気泳動で分離し， 
acety lcholine は cholineに加水分解する。 cholineacetyltransferaseと CH_ 
acetyl CoAで cholineをアセチノレ化し，生じた C"I-acetylcholine を測定す
る。あるいは cholinephosphokinaseと P32-ATPで cholineをリン酸化し，
生じた P凡 phosphorylcholineを測定する。 McCamanの方法にしたがえば， 
0.2 mgのマウス脳中に含まれる 2.5P moleの acetylcholineをはかることが可
能で，これは bioassayと同程度の測定感度である。
つぎの 3章は鐙光測定による定量法である。第 6章ではいくつかの酵素反応を
組み合せ， stoichiometric に生じた還元型ピリジンヌクレオチドの蛍光を測定
している。 acety1cholineの加水分解でつくられた acetateに由来する acety1 
CoAと oxaloacetateから citrateを合成する。反応に使われた oxaloacetate
は malatedeh ydrogenase により malate から供給され，この時 NAD+が 
NADHに還元される。 NADH の生成量は資料中の acety1choline量に等し
い。第 7章は acetylcholine esterase， choline phosphokinase， pyruvate 
kinaseと lactatedehydrogenaseを組み合せた acetylcholineと cholineの
定量法である。第 8章の方法は acetylcholine を acetylhydrazy1 sa1icylhy-
drazoneに転換し，その鐙光を測定する。
ガス・クロマトグラフィーによる acetylcholineの定量法が第 9・10章に述べ
られている。第四アンモニウム化合物のような非揮発性化合物をガス・クロマト
グラフィーで分析するためには，あらかじめ揮発性の誘導体にかえることが必要
である。 acety1cho lineを benzenethio1ateで脱メチル化し(第 9章)， あるい
は加熱という古典的方法で脱メチル化し(第 10章)，揮発性の第三アンモニウム
化合物にかえ，ガス・クロマトグラフィーで分析している。
そのほかに分光測定とポーラログラフィーによる定量法が残りの章で紹介され
ている。 
acety 1choline と choline の測定原理を簡単に紹介したが，測定感度は， bio-
assayが0.5"，，25P mo1e，放射性同位元素と酵素反応を用いた方法が 2.5"，，200P 
mo1e，ガス・クロマトグラフィーが 14"，， 50P mo1e，ポーラログラフィーが 80P 
mo1eである。 
acety lcholine と cho1ine の生物資料からの抽出法を検討し，現在，利用で
きるほとんどすべての化学的測定方法を網羅した本書はこれから新しく acety 1-
cholineを測定しようとする研究者には見のがすことのできないハンドブックで
あろう。 (長谷川修司)、
〔千葉医学 50，388，1974) 
